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「夜、子どもが病気やけがをしたとき、受
け入れてくれる病院がなく不安です」と
いう声を頂きました。白岡市・宮代町は
子どもの夜間や休日の受け入れ先が著
しく少なく、体制が整っていません。長い
間ずっと課題のままだった小児救急医
療について一昨年の県議会で問題提起
しました。その後、委員会等でも取り上
げ続けた結果、令和７年度の埼玉県予算
の新規事業として、小児初期救急の拠
点医療機関を整備する事業が決まりま
した。これまでは二次輪番病院だけで受
け入れ手一杯の状況でしたが、そこに新
たに拠点医療機関が加わり、二重の体制
で子どもの救急をケアする体制になり
ます。政策が一歩前進した事はとても嬉
しく思っています。新たな県の施策が
しっかり効果をだしていくように取り組
みを注視していきます。

東北自動車道の側道の歩道整備がやっと始まりました。蓮田白岡久喜線
という県道ですが、市役所やこもれびの森へのアクセス道路にもなる道で
す。市議会議員だった頃から歩道整備の必要性を訴えてきたところです。
まずは寺塚のセブンイレブンから久喜方向に向かって歩道を作る予定で
す。その後、市役所の方まで歩道を設置していきますが、いまだに地権者
から了承をもらえず、買収ができていない土地もあります。一歩ずつ目に
見える進捗を図っていきます。

オープニングセレモニーにて 今後もイベント等が行われる予定

新白岡の交番裏の空き地に憩いと賑わいを生む広場が整備されました。
県では新白岡地区の持続的な発展を目指して市と連携して様々な事業を
進めており、こちらの広場整備についても事業費の半分を県で補助してい
ます。新白岡地区は綺麗で落ち着いた街並みが魅力のエリアですが、駅周
辺のさらなる活性化も求められています。この広場が活用され、新たな賑
わいが生まれ新白岡の活性化に繋がればいいなと思います。

一昨年の10月議会で問題提起

選挙の時にも政策として訴えました新たに夜間救急の拠点病院を定めて、二重の体制で小児救急患者に対応する。

※

ようやく一歩前進！

夜間小児救急の受け皿拡大が実現！

側道の歩道を整備 新白岡駅前広場の整備

この政策がしっかり効果を出していくよう引き続き取り組みます！
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※小児の救急搬送に占める割合は約9割
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朝の駅頭活動！
TO BE CONTINUED・・・

1月28日、八潮市の交差点において大規模な道路陥没事故
が発生しました。被害に遭われた方々に心からお見舞いを申
し上げます。また下水道の使用自粛にご協力頂きありがとう
ございました。ご協力のおかげで、下水道管の下流からド
ローンを入れて運転手席を発見する事ができました。下水道
管の中は硫化水素の濃度も濃く、潜水での救助が不可能と
判断されたため、キャビン部分を上から掘削する土木的な捜
索方法となりました。工事の完了までには約3か月を要する
見込みで完全な復旧にはさらに多くの時間を要するとの事
です。八潮市・県・国が全力で取り組んでいます。議会として
はまずは捜索復旧を支援するとともに、事故原因や事故対応
について明らかにし、危機管理の改善を図っていきます。

八潮市の事故は県の初動対応が適切であったのか、老朽化した管の更新はどうするのかなど様々な観点から疑義があると思い
ます。今なお捜索活動が続いていますので、その現場作業を妨げない事を最優先として、今後の委員会等で実態を明らかにして
いきます。皆様に安心して頂けるように今後の危機管理やインフラ管理の改善を図っていきたいと考えています。
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活動日記 和戸踏切立体交差事業の説明会

県庁にて政策や議案の調査

障がい者就労支援ロボット
「オリヒメ」を視察

警察本部に見学に来た地元の皆様とともに

浮かびあがってきた問題点
事故事案が消防内で完結される体制が継続され、災害対策本部立ち上げが遅れた
　　県と市の対応では限界があり、早急に災害対策に移行し、もっと早期から国や自衛隊との
　　連携による対策が必要だったのではないか。
過酷な状況下での救命・救出手段の欠如
　　高度な危機や災害に対応できる実動部隊との連携が必要。
5年に一度の検査では空洞を見つけられなかった
　　今後は、より具体的かつ厳しい点検基準、管理方法が必要。
事故場所は下水の最下流で口径も大きく水量も深く作業が困難
　　今後は大規模な流域下水道のあり方も検討が必要。
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◆事故の経緯

※この内容は2025年3月10日時点のものです。


